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	ふりがな
	性別　　　　　　男・女

	氏　　名
	国籍

	生年月日　　　　　　　　　年　　　月　　　日生（　　　　歳）
　　　

	現住所
	〒

電子メール　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　－　　　　－

	学　歴　・　職歴
	修学期間（年・月）
	卒・修・退・在学

	　　　　　高等学校
	年　　　月
	卒　　業
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	　　　・　　～　　　・
	

	
	　　　・　　～　　　・
	

	
	　　　・　　～　　　・
	

	
	　　　・　　～　　　・
	

	学　位
	1 修士

　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　大学）　　　　年　　　月　　　日　取得

2 博士（課程・論文）

　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　大学）　　　　年　　　月　　　日　取得
	


	受賞　等
	受賞年月日
	賞の名称
	授賞機関名
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	氏名

	留学・研究期間
	　　　　　年　　月　　日　～　　　　　　　　年　　月　　日



	関心のある研究領域・キーワード
	（五つまで記入ください）

	本奨学金への応募動機
	

	留学・研究計画
	

	留学・研究受け入れ機関名
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	氏名

	著書，学術論文，翻訳書等の名称及び作品，研究発表題名

（主なもの五点まで）
	単著，共著の別
	発行，掲載，発表の年月日（西　暦）
	発行所，発表掲載誌名等又は発表学会等の名称。ページ数。
	概　　　　　　要

（査読の有無）

	例１：ケベック自由党研究
例２：ケベック演劇研究
	単著
共著
	2009.7.13
2008.3.31
	「ケベック研究」第２号。P.23-35

○○出版社

p.1-40, p.120-145
	査読あり。ケベック自由党と連邦自由党の差異を、2008年総選挙を例にして論じた。
査読なし。Ｑ野Ｑ男、Ｑ川Ｑ子と共著。M.トランブレーからＲ．ルパージュまでの演劇の変遷を、英語表現演劇との比較を通じて論じた。

	資金計画について記入してください。

例１．モントリオール大学フランス語講座を３週間受講する場合。

・支出：　航空運賃（東京―モントリオール往復）１4万円、宿泊費（4000円×22日、モントリオール大学の学生寮）８万８千円、語学研修費６万円、合計28万8千円。

・収入：　日本ケベック学会留学・研究助成金17万円（１Ｃ＄＝約85円）、自己負担11万８千円。
例２．ラヴァール大学E.M.教授研究室で政治学関連の研究を2週間に渡って行う場合。

・支出：　航空運賃（東京―モントリオール往復）１4万円、宿泊費（10000円×15日、ホテル泊）15万円、資料購入費（ケベック政治関係の資料収集）6万円、合計35万円。
　・収入：　　日本ケベック学会留学・研究助成金17万円（１Ｃ＄＝約85円）、××大学海外研究助成金10万円、自己負担8万円。


　　　　　　　　　　　　　　　　 
